
10月8
日を「運動器の健康・骨と関節の日」と制
定し、国民に広く運動器の重要性を啓発し
ています。また10月を「運動器の健康・骨
と関節の月間」と定め、各地で記念事業が
行われます。10月8日が選ばれたのは骨（ホ
ネ）のホの字が十と八を組み合わせたよう
に見えることと、体育の日に近いことから
です。1994年に「運動器の10年・骨と関節
の日」として制定され、2018年に「運動器
の健康・骨と関節の日」に改称されました。

記者説明会
　例年9月上旬に報道関係者に対する啓発
活動として日整会記者説明会が開催されて

います。今年は令和元年9月5日に東京駅近
くのベルサール八重洲で開催されました。
日本臨床整形外科学会の新井貞男理事長と
日本整形外科勤務医会の鎌田修博会長を来
賓としてお迎えしました。
　はじめに松本守雄理事長から運動器疾患
の重要性とロコモティブシンドローム（ロ
コモ）の啓発活動について説明がありまし
た。人生100年時代といわれ高齢者雇用の
促進が叫ばれるなか、ロコモ対策はエイジ
フリー社会実現に不可欠であることが語ら
れました。

　次に富山市民病院の澤口毅副院長より
「大腿骨近位部骨折とロコモティブシンド
ローム－高齢者の足の付け根の骨折最前線
－」と題して説明が行われました。超高齢
社会の日本で高齢者に多い大腿骨近位部骨
折はロコモの重要な構成要素です。高齢者
の骨折治療において1. 安全で円滑な早期手
術、2.高齢者特有の内科的既存疾患を含め
た全身管理、3.転倒予防と骨粗鬆症治療で
二次骨折予防、が重要であることが説明さ
れました。老年病医や麻酔科医、看護師、
薬剤師、理学療法士といった他科医師やメ

ディカルスタッフとチームを組んで治療を
行う多職種連携診療や、骨折後の骨粗鬆症
治療には骨粗鬆症リエゾンサービスを導入
することで、早期手術の実現、周術期合併
症の軽減、二次骨折予防の効率的な導入、
継続が可能になることが説明されました。
質疑応答では記者から数々の質問がなされ、
超高齢社会の本邦で高齢者の骨折問題に高
い関心が持たれていることを再認識しまし
た。

各都道府県での啓発行事
毎年10月を中心に、全国で開催される「運

動器の健康・骨と関節の月間」関連行事に
ついて報告します。各都道府県では臨床整
形外科医会と整形外科勤務医会が中心と
なって骨と関節に関する様々な事業を展開
しています。ロコモや運動器疾患に関する
新聞広告、市民公開講座などの講演会、ロ
コモ度テストや骨密度測定といった健診事
業、市民の皆様の健康相談などが開催され
ています。会員の皆様のご協力に感謝いた
します。
日整会では今後もさまざまな広報活動を

通じて国民に広く運動器疾患の重要性を訴
え、超高齢社会における運動器の健康に貢
献していきたいと考えています。

　私は2児の母で、昨年の春に大学院を修
了し、現在大学病院で手外科を診療してい
ます。主人も整形外科医で多忙のため、基
本的にひとりで家事育児を行っています。
現在9時から17時までの勤務をしており、「活
躍する女性医師」とは程遠い現状ですが、
多様な働き方のひとつとして参考にしてい
ただければ幸いです。
　私は大学院在学中に第二子を出産しまし
た。育児に追われていましたが、自宅で研
究が可能だったこと、テーマに恵まれてい
たことが幸いし、第60回日本手外科学会で
最優秀発表賞をいただき、国内外で発表す
る機会が得られました。大学院へ進むメ
リットのひとつは、論理的な思考の訓練が
できることです。その能力は財産になりま
す。ただ、楽な道では決してありません。
起こりうるライフイベントを念頭に置き、
しっかりとした研究計画を立て、指導者と
定期的に進捗を確認できる環境を作ること
が大切です。
　現在、私が限られた時間で勤務すること

が可能な理由は、琉球大学整形外科のご理
解ある温かいチームのおかげです。寛容で
強力なサポートには感謝してもしきれませ
ん。具体的には、グループカンファレンス
を診療時間内に行う、私の手術を早い時間
に入れる、常に情報を共有し私が不在時に
は代わっていただく、などです。勤務時間
に制限のある者は、責任のある仕事を避け
がち（いわゆるマミートラックに陥りがち）
ですが、そのような状態では長く仕事を続
けられないと実感しています。不安やプレッ
シャーはありますが、周りの方々にご協力
をいただき、自身も様々な工夫をして責務
を引き受けていくことが必要だと思います。
　限られた時間内での勤務に必要な力を挙
げるとすれば、コミュニケーション力と集
中力だと思います。チームの方々への感謝
の念を忘れないこと、情報を共有すること、
短時間に集中することです。情報共有には
パワーポイントを用いた症例提示（いつで
も、どこでも見直すことができます）やSNS、
スケジュールのクラウド化などのITが助け

になります。集中力を鍛えるため、to doリ
ストを作る、短時間で論文を読む、時間を
区切ってタスクをする、などの工夫をして
います。家に帰れば母親という別の仕事が
待っているので、「今しかない」という思
いで取り組んでいます。
　このように、周りの方々に助けていただ
きながら何とか日々をやりくりし、やりが
いをもって仕事をしています。整形外科が
好き、手外科が好き、患者さんを助けたい、
仲間の役に立ちたい、そんな思いが原動力
です。それは育児を始めるずっと前の、研
修医の頃から着々と培われた情熱です。若
い皆様はどうぞ、将来を憂うことなく、今
目の前にある仕事に一生懸命取り組んでく
ださい。長い人生には色々なことがありま
すが、若いころに灯した情熱が、きっと将
来も原動力となり、あなたを支えるにちが
いありません。
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